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(A)うち
令和元年度の
森林環境譲与税

（千円）

(B)うち
他の財源
（千円）

経営管理意向調査業務
（野地町）

756 756
　森林経営管理法に基づく森林所有者への意向
調査を民間事業者に委託。

意向調査実施面積
47.44ha

森林境界明確化業務
（野地町）

4,510 4,510
　森林経営管理法に基づく森林所有者への経営
管理権集積計画作成に係る境界の明確化を民間
事業者に委託。

境界明確化実施面積
47.37ha

経営管理権集積計画作
成業務（野地町）

462 462
　森林経営管理法に基づく森林所有者への経営
管理権集積計画作成に係る森林所有者への同意
取得を民間事業者に委託。

集積計画作成面積
8.65ha

普及啓発物品購入 770 770
　白山市市産材（スギ）を利用した表彰状を作
製し、今後市の表彰にて利用することで木材利
用の普及啓発を行う。

表彰状作成枚数
490枚

森林環境譲与税積立金 7,141 7,141
　今後増大すると予想される森林経営管理法に
基づく市町村自らによる森林整備（市森林経営
管理事業）に備えた積立

令和元年度　白山市における森林環境譲与税の使途について

【ワンフレーズ】
森林環境譲与税の活用により
・森林経営管理制度により、白山市野地町
の手つかずの人工林47.44haを対象に事業を
着手することができた。
・白山市市産材（スギ）を利用した表彰状
用紙を490枚作製し、今後市の表彰にて利用
することで木材利用の普及啓発を行う。

【詳細】
①本市は令和元年度から、森林経営管理法
に基づく、経営管理権設定に向けて取り組
みを始めたところであり、そのとりかかり
として、所有者の協力を得ることができ
た、野地町（鳥越地区）を選定し、意向調
査を実施した。
　意向調査により、対象所有者39人中38人
の同意を取得し、そのうち1名の8.65haにつ
いてモデル地区として、集積計画を作成し
た。令和2年度には残りの部分の集積計画を
作成し、令和2年度には経営管理事業による
間伐を実施する予定であり、森林管理の適
正化を促進する。

②木材利用の普及啓発のために市産材を利
用した表彰状用紙を作成した。市で行う
様々な表彰に使用することで、市産材利用
のPRを図る。

③残額は令和2年度の森林経営管理事業に使
用するため、基金に積み立てた。
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